
平成２８年度 島根県後期高齢者医療広域連合 

後期高齢者医療事業特別会計 当初予算概要 
 

 （単位：千円） 

・本年度当初予算額 １０８，５４０，０００ 

・前年度当初予算額 １０５，７２２，０００ 

・対前年度増減額   ２，８１８，０００ （対前年度増減率 2.7%） 

 

【歳出】 本年度予算 〔前年度予算〕 

１款 総務費 123,984 〔117,146〕 

① 国保連事務代行委託料 （77,702） [71,804] 

② 各種通知・医療証等事務費 （17,099） [16,183] 

③ レセプト管理システム運営経費 （2,604） [2,542] 

④ 医療費適正化事業費 （3,721） [258] 

⑤ 特別対策広報等事業費 （3,245） [6,038] 

⑥ 賦課徴収に係る事務費ほか （19,613） [20,321] 

２款 保険給付費 107,904,450 〔104,332,717〕 

① 療養給付費 （106,086,729） [98,429,745] 

② 療養費 （396,151） [410,837] 

③ 移送費 （700） [737] 

④ 高額療養費 （796,132） [3,876,459] 

⑤ 高額介護合算療養費 （111,336） [106,062] 

⑥ 葬祭費 （229,500） [229,500] 

⑦ 現物給付レセプト審査支払手数料 （280,975） [276,541] 

⑧ 療養費等審査手数料ほか （2,927） [2,836] 

３款 県財政安定化基金拠出金 44,942 〔45,675〕 

４款 特別高額医療費共同事業拠出金 30,100 〔30,072〕 

５款 保健事業費 417,839 〔380,634〕 

① 健康診査事業費 （360,219） [323,023] 

② 健康診査データ管理事業 （11,544） [14,228] 

③ 健康相談・健康教育事業 （4,775） [2,260] 

④ 健康づくり事業 （41,301） [41,123] 

６款 基金積立金（基金預金利子の積立） 5,744 〔802,565〕 

７款 公債費（一時借入金利子） 5,261 〔5,261〕 

８款 諸支出金（保険料還付金ほか） 7,680 〔7,930〕 

 

 



【歳入】                                         本年度予算   〔前年度予算〕 

１款 市町村支出金 17,434,878 〔16,695,079〕 

Ⓑ ① 保険料等負担金（現年分、保険基盤安定分） （8,573,871） [8,166,044] 

② 保険料等負担金（滞納繰越分、延滞金分） （159,000） [153,670] 

③ 療養給付費負担金 （8,702,007） [8,375,405] 

２款 国庫支出金 37,909,701 〔36,417,581〕 

① 療養給付費負担金 （26,106,020） [25,126,216] 

② 高額医療費負担金 （404,337） [395,518] 

③ 普通調整交付金 （10,447,439） [9,978,811] 

④ 特別調整交付金 （49,157） [46,671] 

⑤ 保健事業費補助金（健康診査事業分） （74,765） [66,042] 

⑥ 特別高額医療費共同事業費補助金 （7,000） [7,000] 

⑦ 後期高齢者医療制度事業費補助金 （2,135） [2,154] 

Ⓒ ⑧ 高齢者医療制度円滑運営臨時特例交付金 （818,848） [795,169] 

３款 県支出金 9,106,344 〔8,770,923〕 

① 療養給付費負担金 （8,702,007） [8,375,405] 

② 高額医療費負担金 （404,337） [395,518] 

４款 支払基金交付金（現役世代からの支援金） 43,311,307 〔42,365,495〕 

５款 特別高額医療費共同事業交付金 13,475 〔13,474〕 

６款 財産収入（基金預金利子） 5,744 〔7,396〕 

７款 繰入金 685,006 〔1,378,535〕 

① 一般会計繰入金 （133,615） [123,115] 

 ② 臨時特例基金繰入金（保険料特例軽減補填分） （0） [795,169] 

③ 臨時特例基金繰入金（広報・相談体制整備分） （0） [6,038] 

Ⓐ ④ 医療給付費準備基金繰入金 （546,130） [448,952] 

⑤ 一時借入金利子支払基金繰入金 （5,261） [5,261] 

８款 繰越金 1 〔1〕 

１０款 諸収入（第三者納付金ほか） 73,544 〔73,516〕 

 

～平成 2８年度の医療給付費準備基金繰入金（保険料不足額）について～ 

 医療給付費準備基金繰入金 保険料収納必要額 保険料等負担金 臨時特例交付金 

 （H28保険料不足額）  （現年,保険基盤安定） （保険料特例軽減補填分） 

  Ⓐ 546,130千円 ＝ 9,938,849千円 － Ⓑ 8,573,871千円 － Ⓒ 818,848千円 

 

  医療に係る費用額の計  公費負担等の収入額の計 

 108,336,784千円 － 98,397,935千円 

 


